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午後１時１４分開会 

○委員長（荒山光広君） それでは只今より総務企業委員会を開会いたします。先程

の本会議におきまして、本委員会に付託されました議案１件につきまして、審査い

たしますので、ご協力よろしくお願いいたします。 

  それでは早速、議案第２７号美祢市有線テレビ放送施設の設置及び管理に関する

条例の一部改正についてを議題といたします。執行部より説明を求めます。はい、

内藤地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（内藤賢治君） 美祢市有線テレビ加入分担金の減額措置

期間は、本年９月３０日をもって終了したところでございますが、現在秋芳地区に

おきまして、山口ケーブルビジョンの有線テレビ設置工事が開始されているところ

であり、市全域での情報一元化のために、分担金の減額により引き続き加入促進を

図るため、この度条例の一部を改正するものでございます。よろしくご審議のほど

お願いいたします。 

○委員長（荒山光広君） 説明が終わりました。本案に対する質疑はございません

か。はい、竹岡委員。 

○委員（竹岡昌治君） 美祢市のＭＹＴについてはこの条例でいいんですが、市長が

今本会議場で提案説明の中で確か秋芳町のことを言われたと思うんですが、そうす

ると秋芳町のほうはどういう形で減免をされようとされてるのか、いわゆるＭＹＴ

のほうは減額ですからこの条例改正でいいと思いますけどその辺もちょっと教えて

頂きたいなと思うんですが。 

○委員長（荒山光広君） はい、村田市長。 

○市長（村田弘司君） 只今のご質問ですが、おっしゃったとおりＭＹＴは公の施設

ですから金にかかるということでこの条例をこの度提案をさせて頂いたわけです。

秋芳地域のケーブルビジョン、既に敷設はすんでおりますけれども美東地域のケー

ブルビジョンについては山口ケーブルビジョンの施設ということでございます。で

すから技術的に加入される方の加入負担金、同額にする場合この美祢市地域につい

ては条例やらなくてはいけませんけれども、秋芳・美東地域については補助金とい

う形で歳出予算を組んで補助をする形になります。それも山口ケーブルビジョンが

加入負担金を徴収と言う形は適当ではないですね、頂戴をして説明をされますの

で、間接補助という形で山口ケーブルビジョンに対して補助金をお出しをしてその
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結果として個人負担の価格が減額されるという形にしようかというふうに考えてお

ります。これが山口ケーブルビジョンとの協議で最終的な調整をさせて頂きたいと

いうふうに思っております。以上です。 

○委員長（荒山光広君） はい、竹岡委員。 

○委員（竹岡昌治君） そうすると例えば山口ケーブルビジョンが補助事業というこ

とで逆に申請するのか、それとも市のほうが逆にこちらから補助しましょうと項手

続き上やられるのか、その辺はもう決めておられるのですか。 

○委員長（荒山光広君） はい、村田市長。 

○市長（村田弘司君） 当然のごとく、歳出予算を組んで補助金を支出する場合、補

助金を支出する根拠となるものが必要となって参ります。ですから今後、補助金交

付要綱、もっとも適当じゃないかと考えてますが、それに準ずるものになるかもし

れません。まだ詳細については、決定はしておりませんけれども適正な形で、その

補助金を支出させて頂くということになろうかというふうに思っております。以上

です。 

○委員長（荒山光広君） はい、竹岡委員。 

○委員（竹岡昌治君） いわゆる加入促進ということで山口ケーブルビジョンの秋芳

町のことですが、関連して質問をさせて頂きます。いわゆる１万２，６００円ケー

ブルビジョンが加入促進という形で援助しようとそれに併せて市のほうも補助金を

１万２，６００円と、同額をやろうということですので、おそらく山口ケーブルビ

ジョンから補助申請が出るんだろうなと思うんです。結果として２万７，３００円

というのは美祢市と美東町、それから秋芳町いずれも加入者の負担額は同じである

とこういうとらえ方だと思うんですが、これは理解できるんですが、加入促進すれ

ばするほど現在秋芳町で有線電話事業をやられておりますよね、このほうが逆には

衰退していくのではなかろうかとこういう気持ちを持っております。ただきょう、

たまたま指定管理者の導入に関わるガイドラインというのを第二次改訂版を頂いた

んですね、その中で７ページに利益の取り扱い方法というのが書かれているんで

す。利益が経営努力によって出る場合、経営努力以外で出る場合、大きく二つに分

けて更に経営努力しても通常どの辺が過大と評価するかわかりませんが、課題の場

合は還元すると、場合によっては指定管理料を減額するともしくは市へに納付をす

るとこういうことが示されております。これは政策部長にお聞きしたいんですけ
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ど、ここの電話事業がどの程度の収支なのか、それからこのガイドラインと照らし

合わせての整合性、それから今後の考え方等があればちょっとお聞きしたいと思う

んです。 

○委員長（荒山光広君） はい、兼重総合政策部長。 

○総合政策部長（兼重 勇君） 只今ご質問頂きました秋芳有線電話協会の損益でご

ざいますが、要するにこの協会につきましては美祢市の指定管理を受けて有線電話

の事業、それから告知放送、さらにはインターネットの事業を行っているわけでご

ざいます。インターネット事業につきましては特別会計ということで別立てでは計

算をされてますが、最終的には一緒の会計ということになっております。２０年度

を見ますといわゆる収支の収入に対して支出が約３８４万８，０００円ばかり多く

なっておりますので、それについては保守修繕引当繰入金として処理されておるわ

けでございます。以上でございます。 

○委員長（荒山光広君） はい、竹岡委員。 

○委員（竹岡昌治君） 極めて不親切で、極めて曖昧な答弁なんですね、このことに

ついて議会で全員協議会で勉強会やってどれぐらいまで秋芳町の皆さん方の要望に

対してと言うことで議会は議論をしたときにこれは私の記憶で間違いがなかったら

何ですが、その時に配布された決算資料には法人税が１８０万ぐらい払われている

んですね、今部長の答弁は３８０万ぐらいの歳益が出ててそれを修繕引当金にとっ

てるとおっしゃったんですが、法人税を控除したあと、納税したあとの残りが３８

０万であってそれを修繕費に納めてあるとこういうことなのか、それから総事業費

が一体なんぼあったとのか、逆算しても法人税が１８０万円ということになると相

当の収益を上げてなくてはならないし、利益から３８０万を修繕引当金に持って行

ってると、こうおっしゃったんですが、修繕引当金といっても指定管理者制度の中

でどうして管理者制度をみても委託を受けて修繕引当金まで取るような資産がある

のかどうか、普通ないと思います。その辺の状況をもうちょっと詳しく、というの

は全員協議会で何人かは欠席じゃったんですが、配布された資料の中からすると今

の答弁はちょっとおかしいんじゃないかなと思うんですけどね。（発言する者あ

り） 

○委員長（荒山光広君） 今の答弁整理して出来ますか。（発言する者あり） 

  それは前回全協で頂いた資料でいいですか。（発言する者あり） 
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○委員（南口彰夫君） 普通事業やりよったら年度末にある程度の黒字が出そうなっ

ていったらそれを税として収めるか、それとも累積赤字の中から、一旦は申告して

チャラにするか、それとも従業員に５万円、１０万円ずつ年度末手当を出すか、判

断すらーね、指定管理者というのはもともと極端にプラスになけんにゃ極端にマイ

ナスもおきんような仕組みになっちょるわけやから、そうすると何でそれほどの税

金を納めたんかというそっちのねそれなら秋芳町の利益者負担の分の軽減措置でも

何でも出来らあね。 

○委員長（荒山光広君） 今資料の提出が求められましたので、ちょっと休憩をした

いと思います。（発言する者あり） 

○市長（村田弘司君） ちょっと確認しますけど、竹岡委員がおっしゃったのはおそ

らく議員の方々が勉強会をされたときに総合政策部のほうが出した資料だろうと思

います。今確認しましたから。私その場におりませんでしたので、ですから全議員

の方に今、南口委員がおっしゃった公の施設の指定管理の事業報告書のうちの平成

２０年度に関わる損益計算書の写しをお渡ししてるようです。その中に今お話しに

出ておる法人税の記載もきちんと書いてあるということでおそらく竹岡委員が記憶

にあるからそのことをおっしゃったんだろうと思うんですね、今この席は質問の中

から出た話ですから勉強会でお配りをしておるけれども今お持ちじゃないと思いま

す。私も持ってません。ですから再度これを机の上で見ていただいてその上でこの

ことについては議論をさせていただく、いいですか。この損益計算書でいいです

か。（発言する者あり）了解しました。そしたら委員長いいですか。休憩に入られ

るということで。 

○委員長（荒山光広君） それでは暫時休憩したいと思います。 

    午後１時３２分休憩 

 

    午後１時５０分再開 

○委員長（荒山光広君） それでは休憩前に続き会議を開きます。先程求められた資

料が出ておりますが、これについて何かございますか。はい、竹岡委員。 

○委員（竹岡昌治君） 最初に質問申し上げて資料を出していただきました。いわゆ

るこの事業費といいますか、使用料で成り立ってる事業なんですが、３，３００万

でしかも法人税が１８０ですか、法人税、市民税も入ってるんだろうと思うんです
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が、そうすると差し引き３８０万とおっしゃったけども五百五、六十万の利益が出

てるとそして３８０万が補修修繕引当金に繰り入れられて現在８００万期末にある

という数字なんですね、私が申し上げたいのは、きょうこうした指定管理者制度の

ガイドラインが出てきて極めて整合してないものがポーンと出てきたと聞くとこに

よると一方では最低賃金さえ払わんと一生懸命指定管理者を受けながらサービスを

低下してはいかんと頑張ってるとこもあれば、かたや賞与を取ったり、３年ごとに

退職金を取ったりするような指定管理者もあり、これも見てもおわかりになるよう

にこんな指定管理者のバランスがとれてないと新市になって特に大変申し訳ないん

ですけど秋芳町においても問題が多いとそうすると新市になってこれをどう平均化

していくかというのは大きな意味があろうと思うんですね、そこでさっき部長にい

ろいろと質問させていただきました。部長がお答えが不足のところは市長のほうか

らも付け足していただいてご答弁いただきたいと。以上です。 

○委員長（荒山光広君） はい、兼重総合政策部長。 

○総合政策部長（兼重 勇君） 先程ご質問いただきました正式名称は美祢市秋芳地

域情報通信システムと言おう名称でございます。本システムにつきましては平成１

９年７月、旧秋芳町時代に旧秋芳町と秋芳町有線放送協会と指定管理に係る協定を

締結しておられます。それを新市に引き継いだわけでございます。そして新市では

先程ありましたように美祢市指定管理者制度に導入に係るガイドラインを制定をし

て改訂版も出したとこでございます。従いまして、早急にガイドラインに照らせ併

せましてこの秋芳地域情報通信システムの指定管理者のあり方について検討させて

いただきたいがというふうに思っております。特に今度出る有線放送テレビも入り

ますので、それとの整合性もございます。先程ご指摘がありましたように両方の経

営のこともございます。それから市民の皆さんの負担のこともございますのでそれ

らを鑑みながら進めて参りたいと言うふうに考えております。以上でございます。 

○委員長（荒山光広君） よろしいですか。（発言する者あり）今後の事業の見通し

といいますか、その辺についての答弁はいかがでしょうか。はい、兼重部長。 

○総合政策部長（兼重 勇君） この本事業でございますが、有線電話が主流でござ

いまして、いわゆる電話が会員に対しては無料で利用が出来るというメリット、そ

れからもう一つは各個別にスピーカーを付けまして告知放送設備がございます。こ

の告知放送設備では秋芳の情報も定期的に流しておるという役目もしておるわけで
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ございますので、あとインターネットにつきましてはこの度山口ケーブルのＣＡＴ

Ｖが入れば、当然そちらの移行も可能でございますが、その二つがありますのでそ

こらについて市民の皆様方のご意見も聞きながら進めて行かなきゃと思います。し

かしながらインターネットがやっぱり目的で加入をされてる方もかなりおられると

いうふうに聞いておりますのでそうすればどうしても加入率の低下等については避

けられないのかなと、どちらにしてもこの問題については早急に検討する必要があ

ろうかというふうに考えております。 

○委員長（荒山光広君） はい、竹岡委員。 

○委員（竹岡昌治君） わかりました。市長さんのほうにお尋ねしたいと思うんです

が、この財産目録貸借対照表見ても保守修繕引当金８８０万、それから受託借受金

３６０万、逆に資産のほう見られたらわかるんですが、預金が１，０００万、極め

て財政的に豊かでそして内容は抜群のこうした、これは法人なのか何かわかりませ

んが、すばらしい団体だと思うんですね、やっておられることも公益公共的な事業

であると認識は持っております。しかしながら有線テレビのほうがどんどん普及し

てくれば来るほどこちらのほうが疲弊してくるだろうと思うんですね、そうすると

最終的には電柱の撤去費だとか、いろんな後始末をどうするかと言う問題がいずれ

出てくるだろうと思うんです。その時にこの法人がもともと部長が今説明されたよ

うに出資がそういう形で作られた協会とするならばこうした引当金も使いながら後

始末が市においてやらざるを得ないだろうと思うんですね、その時に一番秋芳町の

皆さん方が不安なのはそこだろうと思うんです。それをどうお考えなのかお聞かせ

頂ければと思うんですが。 

○委員長（荒山光広君） はい、村田市長。 

○市長（村田弘司君） 今、竹岡委員がおっしゃったとおりだと思いますね、結局で

すね旧秋芳町時代に住民の方の安心・安全、それから情報の結局都市に劣らないぐ

らいのものを与えようということで一生懸命作られたものだと思います。その後合

併をいたしまして新市にこれ引き継いでおるわけですけれども旧秋芳町時代に既に

指定管理に入っておられましたので、そのまんま指定管理者として引き継いでおる

わけですが、形とすれば非常に言葉は変ですが、通常の指定管理形態になってない

部分がありますので、指定管理の根本的な考え方は公の施設、ですから地方自治体

が持っておるものに対して指定管理を起こすという考え方なんですが、これを見ま
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したら私もきょう初めて見たんですが、今、言われたように減価償却を引当金なん

かかなり持っておるということです。ですから通常の公の施設に対する指定管理は

ですね、市が持っておる地方自治体が持っておる施設ですから、減価償却起こしま

せん。受託される指定管理を受けられるほうは基本的には減価償却もおこらない、

独自にその団体が公認されたものについては減価償却を起こしますけれども通常は

ないということですね、ですからこれから透けて見えることは公の施設の部分とそ

れからこの組合が独自に持っておられる資産の分とおそらく併存しておるんだろう

と思われます。その辺のこともしっかり精査をして整理をする必要があろうかと思

います。今、兼重部長が申し上げたようにきょう全員協議会に指定管理に係るガイ

ドラインの第二次改訂版を皆お配りをしてるということです。ですからこれに基づ

いてきっちり新しい市として根本的なことをやりかえたいというふうに思います。

それと大事なことは今、秋芳地域に情報の新しい市としての情報の共有化をもたら

すためにケーブルビジョン、それからインターネットも形を持って行こうというふ

うにしてます。大きなお金を掛けてそうすると従来からあるこの電話の共聴施設、

それから緊急告知に係るものあります。それとインターネットに係るものももって

おられるようですね、そうすると二つを併存させてしまいますと南口委員がきょう

午前中の一番最初に言われたですかね、道路も高速道路が出来ると、田辺議員やっ

たですかね、下の道路がさびるんじゃないかということもおっしゃったけども似た

ようなことなんですよね、非常に優秀なものを今やろうとしてるわけです。そうす

ると古くからあるものについては車では通らなくなるというのは加入者が減ってく

るんではないかということになります。そうすると減ってしまったものについてど

ういうふうに公としてお金を掛けてそれを維持するかということもこれはまた市民

全員の方の税金を投入することになりますからその辺のことをきっちり精査をして

行く必要があろうと思います。実績報告書を見ましたらインターネットの加入者の

方が秋芳地域加入者状況のところにありますね、括弧書きで書いてありますが、４

９７世帯が入っておられるんだろうと思います。これで見るとですね、そうすると

そんなに大きなインターネットの割合ではない、しかしながらインターネット皆こ

の新しいケーブルビジョンに乗り換えられた時、今の無料の電話と告知部分をどう

するかということがあります。ずーとこのことを使ってこられた秋芳地域の方にと

ってそれがいきなりなくなるということもいかがかなという面もありますので、今
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の税金を投入してどこまで持たせるか、住民サービスをなりだけ低下させないよう

にその部分をどこかで肩代わりできるものをもたらしてそしてこれを終息に向かわ

せる、いうことも考えられますでしょう。それとこの組合自体が引当金もたくさん

持っておられるようですからその辺もこの中に使って頂くような形にせざるを得な

いだろうと思ってる。指定管理料が本来の形でいえば税金を払うほどの指定管理料

払ってしまったら指定管理料というのは何なんだということが起こってきます。根

本的に指定管理のあり方がおかしい。言葉はおかしいけども根本的に見直す必要が

あろうと思います。税金を１８０万払っておって指定管理料が２７０万いうことで

すのでその辺のこともありますからこの組合が留保しておられるお金の部分も将来

的に残す部分で使って頂くということも考えて行かざるを得ないだろうと思いま

す。またこれは先方の組合、秋芳有線放送電話協会というところなんですが、そち

らのほうと誠意を持って行政として協議を重ねながらこの秋芳地域の方の市民の方

にとって不利益にならないように、それと全体の税金の無駄にならないような形で

方向付けを作っていきたいというふうに考えております。 

○委員長（荒山光広君） よろしいですか。その他、質疑はございませんか。はい、

安冨委員。 

○委員（安冨法明君） 話が秋芳町の有線放送まで行って難しくなって来てはおるん

ですが、今回の議案そのものは美祢のＭＹＴの補職にあると言いますか、いわゆる

加入分担金ついての変更ということでございます。まずですね、これを議論するに

あたりまして、秋芳地区の情報の一元化ということで秋芳地区の加入金の減免が出

来ないかということずーとお願いして参りました。基本的に旧一市二町の負担金を

最終的に一元化をした上で市民の皆さんの要望に応えようという一応これからの本

会議の採決もあるわけですけども一応市長の判断を頂いておるわけでございます。

私とすれば秋芳町出身の議員とすればお願いをした立場でありますので、ここでお

礼を申し上げておきます。どうもありがとうございました。つきましては、一つお

願いが実はあります。一つは最初から我々は有線放送の件につきましてはこれが高

い加入率を持って推進されれば当然そういうふうな廃止ということが、残債の、起

債の残高がありますからもう３年ぐらいでしたかね、ちょっと難しいというのもあ

りますが、結局、今、市長が言われるこれの指定管理に移行した時点からのこの経

営内容の見直しとかがそのままになってるのは事実だと思います。そういうことも
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含めて、あと残債がなくなるまでと言いますか、そういうある程度の期間が一つの

目途になるじゃないかというふうに思っておりますから今後のご配慮お願いしたい

のが一つと、もう一つはこの件我々がいろいろ最初から総合政策部のほうから説明

を受けたとき最初からどうも話が行きつ戻りつしたりですね、お互いにだろうと思

うんですけども足りなかったような気がいたします。これから山口ケーブルビジョ

ンが主体になるのかもしれませんけれども受益者といいますか、市民に対する説明

会を開いて行かれる予定になってます。それでですね、十分にその辺で市の考え方

とか事業の性格とか旧一市二町にわたるその辺との兼ね合いとかある程度わかりや

すく説明をして頂くことがまず第一、最終的に今、言いましたように有線放送との

兼ね合いもあったりしますので極力加入促進期間も半年と短い期間です。市の負担

からすると加入率が余り高くないほうが持ち出しが少なくてすむと言うようなこと

もあろうかと思うんですが、我々とすればなるべく高い加入率をもって最終的には

告知放送とかいろいろな形での情報の一元化が本来図られるべき事業だろうという

ふうに考えておりますので、併せてその辺のことよろしくお願いを申し上げたいと

言うふうに思います。以上です。 

○委員長（荒山光広君） 意見でよろしいですか。その他。はい、山中委員。 

○委員（山中佳子君） 私も秋芳地域出身議員としましてこの度の加入分担金を５万

２，５００円のところ２万７，３００円にして頂きましたと言うことは市の負担が

かなりになりますが、ありがたいことだと思っております。しかし今回の条例の改

正についてはこれまでが１万２００円だったものが、２万７，３００円に旧美祢市

の方はなるということで整合性というか理解は得られるのでしょうか。ちょっとお

聞きしたいと思います。 

○委員長（荒山光広君） はい、内藤地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（内藤賢治君） 只今のご質問でございますけれども、今

までが１万２００円で９月３０日をもって５万円になったわけでございます。それ

でこの５万円がこの度の改正によりまして、２万７，３００円に下がったというこ

とで、美祢市民に対しましてはちょっと１万２００円から上がりましたけれども、

美祢地域につきましては若干上がりましたけれども逆に５万円が２万７，３００円

に下がったということで、これでご理解が頂けるのではなかろうかというふうに思

っております。 
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○委員長（荒山光広君） その他ございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（荒山光広君） 本案についてご意見はございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（荒山光広君） それではこれより、議案第２７号美祢市有線テレビ放送施

設の設置及び管理に関する条例の一部改正についてを採決いたします。 

  本案について、原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（荒山光広君） 全員異議なしと認めます。よって議案第２７号は原案のと

おり可決されました。 

  以上持ちまして、本日の本会議で本委員会に付託されました議案１件につきまし

ての審査を終了いたします。その他皆さんよろしいですか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（荒山光広君） ないようでございますので、これにて本委員会を閉会いた

します。ご診査・ご協力誠にありがとうございました。 

    午後２時１０分閉会 
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